
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9 月 8日に、県から今年度の入試要項について発表がありました。 

（１学期に一部が出されましたが、残りの部分が今回公開されました） 

もう、内容の確認はしましたか？まだ見ていない！という人は、 

右にある QR コードから確認してみましょう。⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

以下に、特に注意しておかないといけないポイントについてまとめています。しっかりと読んで、内容を確認

しましょう。 

変更【中学校長推薦について】※中学校長推薦を希望している生徒、要注意！ 

  学校独自型選抜のうち、「中学校長推薦」について、志願変更に関するルールが新たに設定されました。 

要項 P.3には、「中学校長推薦で出願した場合は、中学校長推薦での出願変更、同一学校・同一学科(科)の自己

推薦の出願変更、同一学校・同一学科(科)の一般選抜のみへの出願変更はできない」と新たに定められました。 

つまり、「中学校長推薦」をもらったら、他の高校の「一般のみ」または「自己推薦と一般」への変更、または

「辞退」は可能だが、それ以外の変更はできない、ということです。いくつか、例をあげておきます。 

瀬田工業高校・機械科の「中学校長推薦」と「一般」を出願している生徒の場合 

  ◆(例 1) やっぱり、「電気科」に変更したい                      ⇒ × 

  ◆(例 2) 定員割れしているので、推薦をやめて一般だけにしたい            ⇒ × 

※同一校内での変更は、できません。 

◆(例 3) 瀬田工業高校を受けるのをやめて、彦根工業高校の「電気科」を一般で受けたい ⇒ ○ 

  ◆(例 4) 瀬田工業高校を受けるのをやめて、野洲高校の自己推薦と一般を受けたい    ⇒ ○ 

       ※他の高校の一般のみ、および自己推薦と一般については、学科を問わず変更可能です。 

  ◆(例 5) やっぱり、受検そのものを辞退したい                    ⇒ ○ 

 ※ただし、いずれも「変更」および「辞退」が可能な期間内のみ、可能です。(期間終了後は変更・辞退不可) 

 

要注意【栗東高校・美術科、および石山高校・音楽科について】 

栗東高校の美術科と、石山高校の音楽科については、「学校独自型選抜 100%、一般選抜 0%」という設

定になっています。これにより、以下のようになります。 

◆「美術科」「音楽科」のみを希望する場合は、「学校独自型」のみの出願となります。(検査料 2,200

円、ただし入試には学力検査が判定に使われるので、入試は 2 日とも行くことになります) 

◆第 2希望として「普通科」を希望する場合は、「一般選抜」の受検料が必要となるため、検査料が 2 倍

の 4,400 円になります。その際、一般型の出願は「第 1希望：なし 第 2希望：普通科」という形で

入力をすることになります。また、判定については、「普通科を第一希望としている生徒の判定をしたあ

と、定員が余っていれば第２希望の生徒で合否判定をする」となります。ですので、美術・音楽科が×

で普通科の倍率が 1倍を超えている場合は普通科も自動的に不合格、1 倍を超えていない場合でも、「美

術・音楽科×だった人どうし」で勝負して、枠内に入れなければ普通科も不合格となります。 
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要注意【出願の日程について】※私立専願・県外を希望している生徒、要注意！ 

県立高校の出願日程についても、以前から発表されています。昨年度は、私立高校専願受験者も「いった

んどこかの県立に出願しておく」という必要がありましたが、今年は受験のパターンによって以下のように

なります。自分の予定しているパターンを確認しておきましょう。 

 

◆県内私学併願 ＋ 県立 

県立出願   ⇒ 県内私学受験・合格発表 ⇒ (結果を受けて変更することは 1 回だけなら可能) 

 

◆県内私学専願のみ(＋京都併願もこのパターン) 

     県内私学受験・合格発表 ⇒ ×の場合、大至急県立を出願(○の場合は私立の入学手続き) 

                            ※出願がすぐにできる準備はすすめておく必要があります。 

 

◆県外私学併願 ＋ 県立 

県立出願   ⇒ (県立出願〆切) ⇒ 県外私学等受験・合格発表 ⇒ (結果を受けて、県立辞退のみ可) 

 

◆県外私学専願のみ(高専等も含む)(+県内私学併願もこのバターン) 

県立いったん出願 ⇒ (県立出願〆切) ⇒ 県外私学等受験・合格発表 ⇒ ×ならそのまま受けに行く(変更不可) 

                                   ○なら忘れずすみやかに県立辞退 

 

要注意【県立高校受検後の辞退について】 

  県立高校については、以前からも「合格すれば必ず行く」という確約のもとで受検しています。(それが「専

願」です)今年の要項から、「入学許可予定者となった者は、原則として、入学を辞退することはできない。」と

明記されました。例年、県立高校の入試が終わった前後で「やっぱり併願の私立に行きたい」等相談を受けま

す。理解して受けているとは思いますが、辞退できませんので、ご注意ください。 

 

変更【追検査、二次選抜の日程について】 

 インフルエンザ等で当日の受検が難しい場合、書類申請のうえ、一般選抜は 3/7(日)に県庁で、学校独自

型選抜は 3/8(月)に各高校で追検査を受けることになります。このうち、一般選抜の追検査の開始時間が

昨年より 1時間遅くなり、10:00 開始となりました。また、二次選抜の入試が 3/17(水)に実施されます

が、今年は入試時間が 14:00 開始(午後の入試)となりました。 

 

要注意【その他・注意事項】※全員、必ず確認しておいてください！ 

 県が発表している要項に示されている締切は、すべて「中学校の承認作業が完了する」締切です。つま

り、「その日までに各自で作業をすすめたらいい」のではなく、「それより前に設定される校内締切までに作

業をしておく」必要があります。 

具体的な締切は後日お伝えしますが、たとえば、県の要項では 

「一次募集の出願」 ⇒ 1/28(木)9:00 ～ 2/9(火)12:00 

となっていますが、現在の予定では、 

「1/28(木)～1/31(日)」までに、各家庭で出願作業完了 ⇒ 「2/1(月)」に中学校で確認＆承認出願、 

不備がある生徒は「2/2(火)」に修正、「2/3(水)」に中学校側で再確認＆承認出願となる予定です。 

また、私立専願で不合格の生徒については、「2/4(木)」合格発表、×なら当日中に出願作業完了 ⇒

「2/5(金)」に中学校で確認＆承認出願、というタイトなスケジュールです。 

なお、高校に出願後に不備があり差し戻しされた場合、訂正して出しなおす時間も含めて 2/9 12:00 ま

でに終わらないといけません。ですので、校内の〆切が県が出している予定よりかなり前に設定される、と

いう心づもりをしておいてください。 


